
№
基本目標につながる

4つのイメージ
基本目標（４） 　　　　　　基本施策 (27)

（１）男女共同参画推進のための学習機会の充実

（２）男女共同参画に関する広報・啓発活動の推進

（３）メディアにおける男女共同参画の推進　

（４）アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み）や固定的性別役割分担意識の解消

（１）学校等におけるジェンダーにとらわれない人権教育の推進

（２）家庭・地域における学習機会の充実

（１）多様性に対する理解の促進

（２）多文化共生に対応した暮らしやすい環境づくり

　

（１）市の施策・方針決定過程への女性の参画の促進

（２）企業、団体、地域等における女性の参画の促進

（１）性別にかかわらず誰もが活躍できる環境づくり

（２）女性活躍推進法及び労働関係法令の周知・啓発

（１）あらゆる分野に参画し責任を担うことができる女性人材の育成

（２）女性活躍や女性のキャリアアップのための環境の整備

88

（１）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）に関する広報・啓発活動の推進

（２）ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進するための環境の整備

（３）家庭における家事・育児・介護等の協力の推進（男性の育児・家事参画の促進）

（１）多様な働き方を認め、誰もが働き続けるための環境の整備

（２）多様な働き方の支援

（１）リプロダクティブ・ヘルス/ライツ（性と生殖に関する健康と権利）に対する理解の促進

（２）それぞれのライフステージに応じた健康の保持増進対策の推進

（１）ハラスメント防止対策の推進

（２）暴力を許さない意識の醸成・根絶に向けた正しい理解の普及（家庭、学校、職場、地域での啓発）

（３）安心して相談できる体制の充実・相談窓口の周知

（４）困難な問題を抱える女性やDV被害者の安全な保護と自立を支援する環境の整備

（１）災害・防災分野における女性参画の促進

（２）要配慮者（高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児、日本語での意思疎通が困難な方、その他特別な

　　　配慮を必要とする方）の視点に立った防災マニュアルや避難所等の整備

市民、地域、団体、学校、事業者等との連携

　

【第五次プラン体系図】

誰もが多様な幸せ

（well-being）を

感じられるまちへ

  女性の力と可能性が

広がるまちへ

   一人ひとりの暮らしを

大切にする働き方へ

　支え合い、安心して

暮らせる社会へ

Ⅲ

　ワーク・ライフ・バラン

　ス（仕事と生活の調和）

　の推進

１　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の推進

　　に向けた環境づくり

２　多様な働き方の推進

施策の方向性（11）

Ⅰ

　人権が尊重され、

　自分らしく暮らせる

　社会づくり

1　男女共同参画意識の普及・啓発

２   ジェンダー平等の視点に立った人権教育の推進

３　多様性（※）を認め合い、共に生きる社会づくり

Ⅱ
　女性があらゆる分野に

　参画できる社会づくり

１　意思決定過程における女性の参画の促進

２   雇用の分野における男女の均等な機会と待遇の確保

３　女性人材の育成と活躍のための環境づくり

（※）本プランにおける「多様性」とは、性別や年齢、人種、国籍、障がいの有無、性的指向（どのような性の人を好きになるか）、性自認（自分の性をどのよ

うに感じているか）など、一人ひとりにさまざまな違いがあることをいいます。

Ⅳ

　生涯にわたり健康で、

　安全・安心な暮らしの

　実現

１　生涯を通じた男女の健康支援

２　あらゆる暴力の根絶と

　　困難な問題を抱える女性やDV被害者への支援

３　安全・安心なまちづくりの推進

本プランは、「～認め合い、協力し合う、男女平等のまち いわき～」を実現させるため、基本目標につな

がる４つのイメージを思い描きながら、４つの基本目標を達成するための「施策の方向性」、「基本施策」

で構成します。
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【計画期間】

2027年～2031年度

・共同して働き続ける⇒ “共同して”を削除

・環境づくり⇒ 環境の整備

基本施策を追加

偏見⇒思い込み

資料２

（26）⇒（27） ※基本施策１つ追加（Ⅲ－１－（２））

促進⇒推進

・「～の推進」を追加

・環境の整備⇒環境づくり

促進⇒推進

推進⇒促進

災害弱者（女性、乳幼児、日本語を母語としない方など）

⇒ 要配慮者（高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児・・・）


